








要約 1981 年 4 月から 1987 年 3 月までに、北海道でスクリーニングされたクレチン症 70

例のうち、生後 5 ヵ月以降に治療が開始された 20 例を軽症クレチン症として、そのホル

モン動態につき検討した。精検時の甲状腺機能は、血清 T3 180.8±48.8(M±SD)ng/dl,T4

10.4±2.6μg/d1,TSH 平均 33.3(95%range:11.3～98.O)μU/ml であり、同じ期間に経験し

た一過性高 TSH 血症と有意差がなかった。未治療時の TSH 値はいずれも一時低下し、一部

症例では正常範囲内となったが、TSH 値は再上昇し、TRH 試験は施行した全例で過剰反応

を認め、治療が開始された。甲状腺ホルモン値は 1例を除き正常範囲内であった。現在ま

でに病型診断された 10 例の内訳は、異所性 4 例,左葉低形成 1 例,甲状腺腫性 5 例であっ

た。一過性高 TSH 血症と早期に鑑別するための、診断指針が必要と考えられた。


